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【論文内容の要旨】 
 
























































































 ②～⑪に関しては、3 名の内部審査委員及び 3 名の外部審査委員の 6 名に論文審査を依
頼し、次に示す A～E の 5 つの項目について評価を行なった。 
A．具体性：研究目的に適った、明瞭なテーマ（研究仮説）が設定できているか。 
 この項目は、評価基準の③に相当する。審査の結果、審査者 6 名全員が「適切」と判断
した。 
B．独自性：先行研究を吟味して自身の研究の独自性が検証されているか。 




 この項目は、評価基準の②及び④に相当する。審査の結果、審査者 6 名全員が「適切」
と判断した。 
D．研究方法：テーマや目的に適した研究方法によって分析できているか。 
 この項目は、評価基準の⑤及び⑧に相当する。審査の結果、審査者 6 名全員が「適切」
と判断した。 
E．研究の到達度：研究結果が論理的に説明され、有効性や限界性が説明されているか。 
 この項目は、評価基準の⑦、⑨及び⑪に相当する。審査の結果、審査者 6 名全員が「適
切」と判断した。 






























































































































































本審査委員会は、平成 31 年 4 月から令和元年 9 月まで、5 ヵ月余にわたり、ワンワデ
ィ・ポンポクシン氏の論文提出による博士学位請求論文の、その妥当性及びその可否につ
いて、また、論文内容について審査を行ない、令和元年 9 月 12 日に、口述試問による論







以上の審査の結果、本審査委員会は、令和元年 9 月 19 日の最終審査委員会において、
ワンワディ・ポンポクシン氏に博士（社会福祉学）の学位を授与することを「可」と認め
た。 
 
以 上 
 
